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【公開日】平成21年2月19日(2009.2.19)
【年通号数】公開・登録公報2009-007
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【国際特許分類】
   Ｂ２５Ｊ  19/02     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成22年7月21日(2010.7.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対象物から受ける力を検出するセンサが設けられた動作部の動きを制御する制御装置に
おいて、
　前記センサにより検出された検出値に基づいて、前記対象物と動作部の間の滑りを検出
する滑り検出手段と、
　前記検出手段により一定量の滑りが検出されるように、前記動作部の動きを制御手段と
　を備える制御装置。
【請求項２】
　前記滑り検出手段は、
　　前記センサは、複数のエレメントで構成される圧力センサであり、
　　前記センサにより検出された圧力値を用いて、圧力中心位置を演算する圧力中心演算
手段と、
　　前記圧力中心演算手段により演算された前記圧力中心位置の時間変化を用いて、前記
圧力中心位置の移動値を演算する圧力中心移動演算手段と、
　　前記圧力中心移動演算手段により演算された前記圧力中心位置の移動値に基づいて、
滑りを検出する検出手段と
　を備える請求項１の制御装置。
【請求項３】
　前記センサは、その表面に粘弾性材料で構成される粘弾性体を有する
　請求項２に記載の検出装置。
【請求項４】
　前記滑り検出手段により検出した滑りは、滑り覚検出値、滑り覚検出値から求められる
滑り速度または加速度であり、
　前記制御手段は、一定の滑り覚検出値、滑り速度または加速度が検出されるように、前
記動作部の動きを制御する
　請求項３に記載の制御装置。
【請求項５】
　前記制御手段は、一定量の滑りが検出されるように、前記動作部の位置、前記動作部の
前記対象物に対する力を制御する
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　請求項１に記載の制御装置。
【請求項６】
　前記制御手段は、滑りが検出されないように、前記操作部を制御する
　請求項１に記載の制御装置。
【請求項７】
　対象物から受ける力を検出するセンサが設けられた動作部の動きを制御する制御方法に
おいて、
　前記センサにより検出された検出値に基づいて、前記対象物と動作部の間の滑りを検出
する滑り検出ステップと、
　前記検出ステップにより一定量の滑りが検出されるように、前記動作部の動きを制御ス
テップと
　を含む制御方法。
【請求項８】
　対象物から受ける力を検出するセンサが設けられた動作部の動きを制御する制御処理を
コンピュータに実行させるプログラムにおいて、
　前記センサにより検出された検出値に基づいて、前記対象物と動作部の間の滑りを検出
する滑り検出ステップと、
　前記検出ステップにより一定量の滑りが検出されるように、前記動作部の動きを制御ス
テップと
　を含む制御処理をコンピュータに実行させるプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　前記制御手段は、一定量の滑りが検出されるように、前記動作部の位置、前記動作部の
前記対象物に対する力を制御することができる。
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